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ｌ

ふるさと昔
よもやま話
(23)

短　

歌　

　

前
々
回(

平
成
二
五
年
十
二
月
号)

で

は
、
東
京
移
民
合
資
会
社
の
契
約
移
民
と

し
て
渡と

か加
し
、カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道(

以
下
、

Ｃ
Ｐ
Ｒ)

の
保
線
工
と
し
て
活
躍
後
、
や

が
て
彼
ら
を
指
揮
す
る
組
長
と
な
っ
た
美

浜
の
人
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
Ｃ
Ｐ

Ｒ
の
組
長
と
し
て
、
異
な
っ
た
経
歴
を
持

つ
人
物
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
県
小ち

い
さ
が
た県
郡
滋し
げ

野の

村(

現
在
の
東と
う

御み

市)

出
身
の
阿
部
正
虎
は
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

峠
の
雪
崩
事
故
の
犠
牲
者･

三
二
名
の
な

か
で
唯
一
の
組
長
で
す
。
一
八
八
五(

明

治
一
八)

年
に
宮
吉･

そ
の
夫
婦
の
三
男

に
生
ま
れ
た
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
教

育
者
・
木
村
熊
二
が
創
立
し
た
小こ

諸も
ろ

義ぎ

塾じ
ゅ
くに
学
び
ま
し
た
。
正
虎
は
、『
破
戒
』や

『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』等
の
小
説
を
発
表

し
た
島
崎
藤
村
に
も
薫く
ん

陶と
う

を
受
け
た
よ
う

で
す
。
海
外
へ
の
飛
躍
を
求
め
た
彼
は
、

一
九
〇
七(

明
治
四
〇)

年
に｢

研
学｣

を
目
的
と
し
て
カ
ナ
ダ
へ
渡
り
ま
し
た
。

そ
の
前
年
に
は
四
歳
年
少
の
弟･

孝
之
も

｢

研
学｣

と
し
て
渡
加
し
て
い
た
こ
と
が
、

正
虎
の
向
上
心
を
高
め
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

カ
ナ
ダ
か
ら
来
日
し
た
宣
教
師
た
ち

も
、
阿
部
兄
弟
に
カ
ナ
ダ
へ
の
扉
を
開
き

ま
し
た
。
一
八
九
〇(

明
治
二
三)

年
、

カ
ナ
ダ･

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師
と

し
て
Ｊ･

Ｇ･

ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
長
野
町(

現

･

長
野
市)

に
来
任
し
ま
し
た
。
四
年
後
、

彼
は
小
諸
と
上
田
、
そ
の
翌
年
に
は
田

中(
東
御
市)

に
教
会
や
講
義
所
を
設
立

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
九(

明
治

四
二)
年
に
は
上
田
に
幼
稚
園
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
繁
期
の
母
親
を

支
援
す
る
施
設
で
し
た
。
善
光
寺
の
お
ひ

ざ
も
と
で
あ
る
長
野
町
で
は
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
は
難
し
く
、
そ
れ
は
長
野
県
東
部

に
限
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
永
田
稠
し
げ
し

編
『
信

濃
海
外
移
住
史
』（
一
九
五
二
年)
に
よ
れ

ば
、
一
八
九
八(

明
治
三
二)

年
に
は
カ

ナ
ダ
に
一
名
の
長
野
県
出
身
者
が
在
住
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
詳
細
は
記
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
人
物
は
小
県
郡
出
身
者

な
の
で
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る

カ
ナ
ダ
か
ら
の
宣
教
師
の
影
響
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
も
関
与
し
た
の
は
、
一
九
〇
二(

明

治
三
五)

年
に
長
野
市
に
来
任
し
た
カ
ナ

ダ･

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
Ｄ･

ノ
ル
マ
ン

宣
教
師
で
す
。
当
時
、
建
設
中
で
あ
っ
た

信
越
本
線
の
鉄
道
工
夫
と
し
て
働
い
て
い

た
若
者
へ
、
彼
は
夢
と
希
望
を
説
き
、
カ

ナ
ダ
へ
の
渡
航
を
世
話
し
た
よ
う
で
す
。

た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ

阿
部
兄
弟
と
カ
ナ
ダ
宣
教
師
と
の
直
接

的
な
関
係
は
不
明
で
す
。

　

英
語
が
少
し
理
解
で
き
る
だ
け
で
は
、

当
時
の
カ
ナ
ダ
で
日
本
人
の
就つ

け
る
仕
事

は
限
ら
れ
、
正
虎
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
保
線
工
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
後
発
の
東

京
移
民
合
資
会
社
を
経
た
日に
っ

加か

用よ
う

達た
し

会
社

の
契
約
移
民
の
組
長
を
担
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
美
浜
町
で
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
介
し
た
移
民
も
、

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

（
わ
か
さ
美
浜
町
誌　

執
筆
者

　
　
　

立
命
館
大
学
教
授　

河
原
典
史
）

↑鉄道工夫として CPR で活躍した日本人
　※前列左端が阿部孝之 ( 阿部家所蔵 )

老
い
二
人
静
か
に
暮
ら
す
家
の
中

　
　

孫
達
集
ふ
新
年
を
待
つ

　
　
　
　

  　

亀
谷　

茂
（
早　

瀬
）

手
水
鉢
の
水
こ
ほ
り
い
て
冷
え
し
る
き

　
　

静
か
な
朝
を
ひ
と
と
き
歩
む

　
　
　
　

  　

宇
都
宮　

惠
美
子
（
佐　

柿
）

久
し
振
り
我
が
家
に
寝
れ
ば
海
鳴
り
は

　
　

真
夜
の
静
寂
に
地
を
這
ひ
て
来
る　
　
　

　

  　
　
　
　

岸
本　

和
子
（
松　

原
）

患
ひ
し
ヘ
ル
ペ
ス
病
の
後
遺
症

　
　

静
か
な
夜
に
耳
な
り
の
音　

　
　
　
　

  　

成
田　

和
夫
（
中　

寺
）

大
福
茶
を
梅
の
香
の
せ
て
静
静
と

　
　

遺
影
に
屆
け
一
呼
吸
す
る

　
　
　
　

  　

瀨
戸　

美
知
子
（
佐　

柿
）

雪崩に散った若い命
～カナダ太平洋鉄道と
　　美浜の人びと ( 九 ) ～
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1/1～1/31 受付分
（敬称略）

慶弔慶弔

◎ご結婚
氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

 山　本　治　樹　＆　( 西　崎 )　静　加 佐　田

 髙　木　義　則　＆　( 髙　橋 )　朋　希 新　庄

◎ご誕生

◎おくやみ

まちびとまちびと

　12月22日に、福井県で初めて
(公財)日本サッカー協会の1級審
判員に認定された

竹長 泰彦 さん

＊今後の目標は？

　25歳の時に、サッカーの指導者を目指し、JAPANサッカー
カレッジ｢コーチ･審判コース｣に入学しましたが、学んでいく中
で、審判員の奥深さに魅了され、審判を始めました。

宗
そ う た ろ う

太朗 　（2歳4ヶ月)ちゃん

　お外で遊ぶの大好き！パパがお休みの

日は、暗くなるまでサッカーしてるよ。

　好きな食べ物はご飯。おおじぃじ、

じぃじ、パパ、僕の親子四代で作った

お米は最高なんだ☆

　ばぁば、ママ、おかわり～！！

  佐竹　宗和 さん･望 さん
　　　　　　　    (麻生)の長男

氏　名 住 所 年齢 届出人

津　原　ミスノ 河原市 89歳 津 原 和 幸

梅 津 清 子 菅 浜 92歳 梅 津 　 久

北 野 　 子 早 瀬 95歳 北 野 克 典

森 川 司 郎 大 藪 83歳 森 川 茂 樹

森 　 祐 次 佐 田 66歳 森 　 幸 江

金 森 イ ワ 日 向 98歳 金 森 安 江

山 﨑 康 隆 太 田 57歳 山 﨑 雅 子

西 野 茂 樹 興道寺 31歳 西 野 民 男

髙  木  　　正 新 庄 66歳 髙 木 正 嗣

森 久 千 代 新 庄 78歳 森 久 弘 志

氏　名 性別 父・母 住　所

岩　城　凛之介 男      隆則・沙恵子 佐　田

西　村　慶　仁 男 圭一・茜　 南　市

鎌　田　優　愛 女 洋介・紫鶴 早　瀬

山　口　芽　依 女 浩太・智香 河原市

平　岡　慶　大 男 順之祐・利江　 佐　田

森　田　唯　月 女 祐司・明敬 佐　田

こたえ  ◯◯◯

－よこカギ－
①隠れ家
②砂漠の中で水や草木がある場所
③三重奏
④焼き鳥で、ニワトリ等の心臓
⑧アジ科の海水魚。くさやに使用。
⑩人をひきつけて、まどわすこと。
⑫オリンピック
⑬ロシア連邦のクラスノダール地方の都市

 ●応募方法
　★印のマスの文字を並べ替えると土地・地区・
場所の名称ができます。はがきに、答えと住所、

－たてカギ－
①晴れた空のような色。ブルー。
③主義等が同じ人で作られた集まり。
⑤俳句等で、決まった音数より多いこと。
⑥都会。みやこ。
⑦服飾業界で男性用。
⑨木材を蒸し焼きにした燃料。
⑪商標等に使うデザイン文字。
⑭柔道の判定の一種。2回で1本になる。
⑮約束の時間に遅れること。
⑯蒸留酒の一種。穀物から作る。

　締切りは、3月10日(月)（消印有効）です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお送
りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信
してください。
【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【QRコード】

●2月号の答え　佐田
●応募者総数は17人で全員正解でした。当選の
発表は、記念品の発送をもってかえさせていただ
きます。

①

②

③

⑤ ⑥

⑧

④

⑭

⑬

⑦

⑨

⑪

⑫

★★

⑮

★

⑩

⑯

氏名(お便りも大歓迎！)を書いて、
｢広報みはまハートフルクイズ｣係(〒919-1192
美浜町郷市25-25）まで送ってください。

　5年以内にJリーグの主審を務めることです。また、平成30年
の福井しあわせ元気国体に向け、福井県のサッカー人口増加や審
判員育成にも力を入れていきたいです。

りんのすけ

  け　い　じ

＊審判員として大事にしていることは？
　正確な判定はもちろんのこと、選手たちがベストコンディショ
ンで試合に臨めるように、選手とうまくコミュニケーションを図
り、試合を安全にコントロールすることを心がけています。

＊審判員を志したきっかけは？

(久々子)

隆

 ゆ　　　あ

 め　　　い

 け い だ い

 ゆ　づ　き

黄
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平成 26 年 3月

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
、予
防
対
策
等
を
と
り
、十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、今
月
号
は
、2
月
11
日
に
行
わ
れ
た
、

美
浜
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
の
特
集（
2

頁
〜
7
頁
）に
合
わ
せ
、美
浜
町
の
60
年
を
象

徴
す
る
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
、風
景
等
の
写
真

を
使
い
、
60
年
を
ふ
り
か
え
る
内
容
の
表
紙
に

し
ま
し
た
。中
に
は
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
懐
か

し
い
写
真
や
、思
い
入
れ
が
深
い
写
真
等
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、こ
の
表
紙
で
使
用
す
る
美
浜
町
の
写

真
を
見
な
が
ら
、二
度
と
な
い
そ
の
瞬
間
を
と

ら
え
た
写
真
が
持
つ
力
と
い
う
も
の
を
感
じ
、

改
め
て
、写
真
の
偉
大
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

1
枚
で
、そ
の
時
の
雰
囲
気
や
人
の
思
い
等

を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
写
真
。そ
の
よ
う
な

写
真
を
撮
れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
樹
）

　
▽
表
紙
の
写
真

　

美
浜
町
の
60
年
を
象
徴
す
る
出
来
事
や
イ

ベ
ン
ト
、風
景
等
の
写
真
で
す
。な
び
あ
す
学
び

の
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
、美
浜
町
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
に
あ
わ
せ
て
、「
写
真
で
ふ
り
か
え

る
美
浜
60
年
」と
題
し
た
写
真
展
示
を
行
い
ま

し
た
。（
関
連
記
事
4
頁
〜
5
頁
）

■くらしのカレンダー■

(北･南地区)

(河原市･南市･栄区)

(東地区)

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

29（土）
30（日）
31（月）

最新の情報はケーブルテレビの
行政チャンネル (091ch) でご確認ください

人口の動き

平成26年2月1日現在

人口総数
  10,259人
男 4,975人
女 5,284人

前月比
（－     7）
（ー     3）
（ー     4）

●イベント　●健康診断・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、2月 17日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●毎週金曜日は　 　　　　　　です。　
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

企
画
政
策
課世帯数

3,721世帯 (ー     5)

16（日）

15（土）
14（金）

13（木）

12（水）

11（火）

10（月）

9（日）

8（土）
7（金）

6（木）

5（水）

4（火）

3（月）

27（木）

26（水）
25（火）
24（月）

23（日）

21（金）

22（土）

20（木）

19（水）

18（火）

1（土）
17（月）

2（日）

  9:30～卒業式(美浜東小学校)

  9:30～卒業式(美浜北小学校･弥美小学校･
　　　　　　　　　　　　　　　　菅浜小学校)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)
13:30～こころの相談室(はあとぴあ)
19:30～人権を考えるつどい2013
　　　　井筒和幸氏 講演会
　　　　｢いのち･くらし･人権を語る｣(なびあす)

  9:30～卒業式(新庄小学校･美浜南小学校･
　　　　　　　　　　　　　　　　丹生小学校)
13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

10:30～絵本を楽しむ会(町立図書館)

春分の日

11:45～美浜町制施行60周年記念･NHK福井放送　
　　      局開局80周年記念｢NHKのど自慢｣[予選]
                                                 (総合体育館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　           　 (～12:00エコクル美方)
11:45～美浜町制施行60周年記念･NHK福井放送　
　　　　局開局80周年記念｢NHKのど自慢｣[本選]
                                                 (総合体育館)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:30～卒園式(みずうみ保育園･せせらぎ保育園･
　　　　　　　　　　　　　　　あおなみ保育園)

13:00～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

第9回全国中学校選抜ボート大会
　　　　　　(県立久々子湖ボートコース)～31日

  9:00～美浜町文化協会設立20周年･
　　　　美浜町制施行60周年記念
　　　　｢美浜町文協まつり｣(なびあす)～2日
14:00～朗読｢サクラサク｣(なびあす)※14頁参照

  9:00～町民卓球大会(総合体育館)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～こころの相談室(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

10:00～よちよちおはなし0･1･2(町立図書館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　　  (～12:00エコクル美方)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

  9:30～卒業式(美浜中学校)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

10:15～さくらんぼひろば｢おおきくなったね会｣

13:30～1歳児健診(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(なびあす)

15:00～おはなしたまてばこ(町立図書館)

  9:00～町民剣道大会(美浜南小学校体育館)
11:00～なび図書横丁｢ひと箱古本市｣(なびあす)
13:00～健康づくりフォーラム(はあとぴあ)

28（金）

 

古紙

カー･セーブデー古紙

古紙

古紙


